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1 ．授業研究と授業記録
授業研究と授業記録は一体のものである。授業研究
をしていればおのずと記録がたまる。継続した研究が
存在するなら必ず膨大な授業記録の蓄積が同時に起
こっているはずである。したがって、長い期間にわた
る授業記録がもっとも多く蓄積されている場所こそ、
もっとも持続した授業の研究が行われてきたところだ
ということになるだろう。
かつての群馬県島小学校は空前絶後の授業記録の宝
庫である。よい、悪い、以前にその膨大な記録は日本、
ひいては世界の教育の研究のための宝である。
教育は芸術・工芸（さらには、今はやりの「ものづ
くり」技術）と同様、できたもの、達成したもので評
価される。描法についてあれが良い、これが良いと言っ
たところで、それでできた絵がよくなければ「たわご
と」を誰も聞いてくれないだろう。「ものづくり」技術
がどんなに優れていると言い張っても、できたものが、
今はありません、今は見せられませんというのでは議
論のしようもない。
逆に、できあがったものさえあれば、どんな技術が
使われどんな人間が作ったのか想像できる。だから、
実際の授業がどうだったか、どんな成果があがったの
か、わからなければ研究などできないのだ。授業の実
際がどうであるか想像するには、実は想像以上にさま
ざまなものが手掛かりになる。けれども、本人または
臨席した人間の記した授業記録があるなら、それこそ
超一級の資料となるだろう。教師も含めておよそ「授
業研究」をしようという、研究者なら、授業を記録し
て「他の研究者の批判の対象となる」責任があるので
はないか。
島小学校以前、昭和10年～18年の戦時下に、同じ群
馬県の玉村小学校で授業記録を中心にした校内研究誌
が発行されていた。編集したのは、島小をつくりあげ
た斎藤喜博である。これもまた日本の授業研究にとっ
て貴重な財産になるだろう。
今回その研究誌『草原』を発見、復刻したが、ここ
から想像するに、おそらくこの群馬県の一角だけでは
ない、ほかにも「授業研究」は行われていたにちがい
ない。発見されることを待っている多くの「授業記録」
が存在していると信じる。
2 ．授業記録の意味・・・教師の「精神現象学」
授業を記録すること、しかもその記録を授業した教
師みずから記録するということの意味はなにか。
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要　旨
群馬県佐波郡玉村小学校で昭和10年～18年に発行された、校内研究誌『草原』、全10号を発見収集した。多くの教
師たちに読んでもらえるようにと現代仮名遣いで復刻刊行した。
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みずから授業を記録することによって、授業は「思
想」となる。自分がどんな教師であるかが「授業」に
よって示される。自分が何者か「授業」をみて自覚す
る。「授業」は教師の人格を外化（entfremden）した
ものとなる。記録した「授業」によって自分自身と向
き合う。漁師が自分の釣ったさかなを見て、自分は漁
師であると覚るように、教師は「授業」によって「教
師」（意識をもった）になる。この意識の発展が教師の
「精神現象学」である。だから、授業記録を作る活動が
活発であった時代は、日本の教育実践史のなかでも、
教師が教師としての「自覚」がもっとも高かった時代
である。
自分で自分の授業を記録するということがいつ起
こったものか。玉村小学校でも島小学校でも、教師た
ちは自分の授業を記録している。それにより、教師は
人格をもったひとりの人間として自立する。そして同
じように独立した教師たちの共同によって、消えるこ
とのない教育の事実が創りあげられたのである。
3 ．いわゆる戦時下の授業研究と授業記録
日本がアメリカ合衆国と戦争状態にあった時期は、
日本の公教育全体があげて子どもたちに軍国主義を注
入した時代とされる。占領下日本に派遣されたアメリ
カ教育使節団報告書の参考書であった民間情報教育局
（CIE.:	Civil	 Information	and	Education	Section）の報
告書“Education	 in	Japan：CIE”（15	February	1946）
には、公教育の施設、それから放送その他のメディア
が軍国主義をいかに効率的かつ徹底的に注入したのか、
詳細に記述されている。教育全体が軍国主義一色であ
るなか、直接に子どもたちを毎日教えた教師たちは、
軍国主義の尖兵であったとされる。当時の記憶として、
敗戦とともに教師が豹変したことを、繰り返し語る教
え子たちがいる。
この時期に教師であった人々は沈黙している。記録
も乏しい。多くを語らないまま姿を消して行きつつあ
る。しかし、どんな時代にも正常な魂をもった人間は
いる。（軍国主義がなくなったからといって、民主主義
になったからといって、皆正常な人間ばかりになって
いるわけではない。）戦前、戦中の教室のようすはどう
だったのだろう。それをうかがわせる貴重な記録が群
馬県玉村小学校の研究機関誌『草原』である。
授業の記録をみれば、戦時下であろうと、現在と同
じように新鮮で美しい子どもたちの姿が浮かび上がっ
てくる。その姿は、現在すでに定年をすぎた、高度成
長時代の教師たち自身の子ども時代の記憶に重なるの
である。
群馬県の一小学校の校内研究誌から、戦時下におい
ても、時代に流されることなく、本質的な学習・生活
が存在していたことがわかる。おそらく、そういう学
校がほかにもあったはずである。そんな教育、そんな
子どもたちによって戦後の復興が支えられ、担われて
きた。そう考えることがもっとも合理的ではないか（…
全近代の世界で達成されたものの堅固な基礎を欠いた
近代は、根なしぐさということになる。…林竹二『田
中正造　その生と戦いの「根本義」』田畑書店、1977、
p.13）。軍国主義が否定されて民主主義になったから、
戦後教育は・・・、という表面的な説明、歴史観から、
われわれも少しは進歩しなければならない。
4 ．玉村小学校、校内研究誌『草原』
群馬県佐波郡玉村小学校で昭和10年 8 月から18年 1
月までに校内研究誌『草原』（正確には 3 校の共同）が
発行された。実践記録中心で玉村小の職員たちの投稿
からなりたっている。この『草原』全10号をすべて収
集し、さらに現代仮名遣いにあらためて復刻すること
ができた。
『草原』については、斎藤喜博が著書のなかで触れて
いる。斎藤以外の誰かが『草原』について触れている
記事を目にしても、結局は斎藤の書いた『可能性に生
きる』の記述からひいたものであることがわかってし
まう。存在したことは確かだったが、現物を見ること
はできないままだった。
現在の玉村小学校の校舎の建て替えにかかるころで
ある。玉村小学校に直接おもむいて、『草原』につい
てたずねた。建て替えで荷物は梱包されており、所在
は不明とのことだった。しかしその時でも、大正から
昭和にかけて奈良女子高等師範に存在（今はない）し
たものと同じ円形の机が4基、玉村小には残っていた
（『玉村小学校百八年史』にその写真がある）。大工をた
のんで作らせたという。斎藤喜博の長女は一年生のと
きその机で勉強したという。すばらしい遺産だ。いろ
いろな情報から玉村小に『草原』が存在する可能性は
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高かった。校舎建て替えが完成したあと 1 年ほどたっ
たとき、『草原』が届けられた。
しかし、 7 号分だけであり、 3 号分が欠けていた。
発見された分は現代仮名遣いに改め（斎藤喜博全集の
同じ部分の表記を参考）、復刻した。2004年 3 月のこと
である。
残りの 3冊について探していることを多くの人々に伝
えた。玉村小学校の教師だった片山泰佑氏が所有して
いる可能性があったが、健康上の理由で確認できずにい
た。2012年10月に入って片山氏夫人慶子さまより、残り
の 3冊が届けられた。片山氏が亡くなられたあとに、『草
原』が特別にまとめて手近なところに置かれてあったそ
うである。故人の遺志であろうが、同時に『草原』自体
が一緒になろうとしている運命のようなものを感じた。
同じ復刻の作業に入って2013年 3 月に復刻版が刊行
できた。ちょうど10年目にして10号全巻がそろうこと
になった。
これまででも、相当のことが明らかになってきたが、
やはり全部がそろってみてわかることは格段に大きい。
とくに、『草原』が限定35部だけ印刷されていたという
のは、初めてわかったことであるし、35部しか存在し
なかったものを完全な形で発見したことが思っていた
以上に奇跡に近いことだったという気持ちがしみじみ
とわいてきたのである。
5 ．玉村小学校の授業研究
江戸時代、群馬県佐波郡玉村は、中山道倉賀野宿か
ら分かれ日光へ向かう例幣使街道の最初の宿として栄
えた（明治時代、日本で最初に廃娼運動がおこった）。
宿場の中心に位置する玉村小学校は、大正時代に田部
井鹿蔵を校長に迎え熱心な教育研究が定着する。昭和
元年に校長となる宮川静一郎によって玉村小学校は合
科学習に着手する。玉村小では合科（科目を統合）学
習ではなく、未分科（科目に分ける以前）学習と呼ん
でいた。
昭和 5年、師範学校を卒業したばかりの斎藤喜博は、
この玉村小学校で教師生活を始める。校長、宮川静一
郎を頼ってのことだった。斎藤は、後（戦後）に「島
小教育」と呼ばれる全国からのべ 1 万人が参観に訪れ
た島小学校を作り上げた（昭和27年 4 月～昭和29年 3
月）。島小学校は「戦後民主主義」の象徴とだとか、ま
たは「民主主義」の世になったから島小学校が可能に
なったかのように、いわれることがあるが、事実と違っ
ている。前にも書いたことがあるが、斎藤は玉村小学
校に骨をうずめるつもりだった。「島小学校は玉村小学
校」なのである。島小学校で起こったことはすべて、
すでに玉村小学校で起こっているのだ。この点で、玉
村小学校と島小学校、もしくは斎藤喜博の教育実践に
戦前、戦中と戦後の区別はない。玉村小学校にそのま
ま勤めていたら、玉村小学校が島小学校のようになっ
ただろう。
昭和 8 年、宮川静一郎が転勤すると玉村小の研究は
危機に陥った。新しい校長は研究に消極的、というよ
り何かにつけて妨害する。職員は抵抗にあってかえっ
てそれまで以上に熱心に研究をすすめている。この年、
校内のもっとも熱心な教師 5 人が土耀会という研究組
織を作った。土曜に集まって教育のこと、授業のこと
を話し合う。ちなみに 5 人とは、清水成、西園実澄、
今井正義、石川勝、そして斎藤喜博である。校長と職
員の関係は非常に悪くなっている。その校長が学期途
中でやめることになる昭和10年 8 月に『草原』第 1 号
が発刊された。
「土耀会」メンバーの斎藤喜博が『草原』を編集した。
第 1号（昭和10年）のあとしばらく間があいて、第 2、
第 3、第 4号（昭和15年）がでる。そのころになると、
校長が巻頭言を書くまでになり、職員全員の意思によ
り『草原談話会』が開催されている。
発行された時系列を追うと、
	 	 昭和 8年 9月「土耀会」発足
『草原』第 1号	昭和10年 8 月
『草原』第 2号	昭和15年 1 月
『草原』第 3号	昭和15年 3 月
『草原』第 4号	昭和15年 9 月
『草原』第 5号	昭和16年 1 月
『草原』第 6号	昭和16年 5 月	草原談話会（全職員研究会）
『草原』第 7号	昭和16年 9 月
『草原』第 8号	昭和17年 1 月
『草原』第 9号	昭和17年 5 月
	 	 昭和17年12月「土耀会」解散
『草原』第10号	昭和18年 1 月	（終刊号）
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これをみれば、『草原』全10号（昭和10年～18年）と
いいながら、実質は昭和15、16、17年度の 3 年の間に
集中した記録（年間 3 号）であることがわかる。まさ
に戦中の教育、子どもたちの姿が記録された。戦争の
ようすはでてこない。世の出版事情は逼迫して、授業
記録を載せる雑誌も紙の配給が途絶えて廃刊されると
いうなかで、授業研究、研究誌発行をこれだけ集中し
て行うことは簡単なことではなかったろう。また、だ
からこそついには終刊をやむなくされたという想像も
入り込む。昭和18年 4 月には斎藤は隣の芝根小学校に
転勤させられた。
６ ．『草原』各号の特筆すべきことがらとその背景
以下に、『草原』各号の注目すべき記事と、それに照
合する関連文献の記述をあげておく。
玉村小学校のこの時期について、もっとも詳しいも
のは、斎藤喜博の『可能性に生きる』（1966年、文藝春
秋社、斎藤喜博全集12）であるが、おそらく斎藤自身
が『草原』を参照しながら書いていると思われる。『草
原』の記事がかなり出てくる。
それから『玉村小学校百八年史』（1982年）がある。
貴重だが誤りも多い。証言は証言者の当時と現在の気
持ちがこもっていて興味深いが、事実については裏づ
けが必要である。
斎藤喜博全集15-2には年譜があり、これはかなり詳
しくて『草原』の発行についても漏れがない。
『草原』第 1 号　（昭和10年 8 月）
『可能性に生きる』（昭和10年）
校長の去った 8 月には、まだ校長の退職を知らない
うちに、私たちは『草原』という職員の研究機関誌の
第 1 号を発行した。プリントで45ページのもので、私
が編集し、金井芳郎（今井正義 ･･･ 本間註）が原紙切
と印刷をし、雑誌部員全員でプリントしたものだった
が、･･･
･･･ 猪熊（熊谷恵寿 ･･･ 本間註）校長は内容を読ん
だかどうかわからないが、この『草原』第 1 号を見て
から退職していったわけである。個人としては善人だっ
ただけに、追われるようないやな思いだったにちがい
ない。（全集 2『可能性に生きる』、p.153）
「発刊の辞」に続いて、清水成の「所感」から始まる。
第 1 号最後の記事に、この年（昭和10年、といって
も 8月以前）の学習指導研究会の開催記録がある。
●学習指導研究会
　
	 （『草原』第 1号）
『可能性に生きる』のなかで、宮川静一郎校長にか
わった熊谷恵寿校長は授業研究はやらなくていいと、
それまでの玉村小学校の研究を否定・敵視するような
言動をとったことが繰り返し描かれている。そうであ
るにもかかわらず、昭和10年一学期の研究会の頻度は
驚くべきものである。しかも、この研究会には他校か
らの参観者（玉村町近隣だけでなく、遠方からも）が
あること、その訪問を校長が止めることはできなかっ
たことも、特筆すべきことである（当時は、学校同士
の相互訪問は当然のことで止めるなどということを思
いつきもしなかった可能性もある。そうするとますま
す、現在の日本と比較して、授業研究の状況を判断す
る材料として重要であろう）。
『教室記』（全集第 1巻）のなかの「教室日録」に、昭
和8年度の初めのころのことがある。（後に「『ゆずの
花』とその背景」（全集第 2 巻）で、出版当時は書けな
かったこととして、いくつか補っている。補ったもの
を示す。）
4月17日　　　･･････
午後 3 時よりはじめての職員会、風雲起こる。今年
はこんな状態が一年つづくのだろう。
――･･････「風雲起こる」は、第 1 回の職員会で、
早くも新校長と職員との間で対立が起こり、激しい論
戦の行なわれたことをさしている。（「『ゆずの花』とそ
の背景」、全集 2、pp.18-19）
5月	 22日	 尋 5 	 男　黒崎三	 地理	 ・女　佐藤	 地理	 	
	 24日	 高 2 	 男　清水	 地理	 ・女　竹内	 算術
	 28日	 尋 6 	 男　石川	 国史	 ・女　反町	 図画
6月	 5 日	 尋 3 	 東　我妻	 算術	 中　岡田	 書方	 西　重田	 綴方
	 14日	 尋 4 	 男　高津	 理科	 ・女　堀米	 算術
	 20日	 高 1 	 男　黒崎カ	 算術	 ・女　斎藤	 綴方
7月	 4 日	 尋 2 	 男　笠原	 読方	 ・女　原町	 読方
	 10日	 尋 1 	 東　今井	 未分科	中　高橋ヨ	 算術	 西　高橋
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4 月26日　　　･･････
N 老来たり世を慨嘆していく。
「校長転任では玉村の学習指導ももうだめだろう」と
いう声所々にあり。「校長のために教育するのではない
からそういうことはないだろう」と答える。――
ここでN老と書いているのは、中沢愛之助先生のこ
とである。中沢先生は、土屋（文明…註）先生を、当
時の高等科 2 年、今の小学校 5 年で一年間教えた人で
あり、･･････
･･････ そのときは玉村小学校に勤めており、放課後
私の教室へきて、新校長を激しい口調でののしってい
たのだった。『教室記』を書くころは、いろいろ気がね
していたので、それを「世を慨嘆していく」と書いて
おいたのだった。（全集 2、pp.10-11）
『年譜』（全集15－ 2 ）　昭和 8年
9月　校内の有志と「土耀会」を組織する。
11月　全校教育反省会に研究授業をする。宮川先生
ほか50名来校する。・・・
校長がかわって、職員のなかには危機感が高まって
いた。それで 9 月に「土耀会」を組織、11月に全校教
育反省会として研究授業をする。そこへは、前校長宮
川静一郎、前主席訓導徳江倫蔵（当時島村小学校校長）
など、五十数名が来校したのである。
『草原』第 2 号、第 3 号、第 4 号（昭和15年）
いずれも昭和15年。第 2 号は 1 月、第 3 号は 3 月、
第 4号は 9月となっている。
第 1 号と第 2 号の間に長い中断がある。斎藤喜博は
あまり詳しくは語らない。
▼本誌第 1号が世に出たのは昭和10年 8 月であった。
その後すぐ第 2 号を出す手筈でありまた同僚諸氏から
はたくさんの原稿をいただいておったのであるが、私
の怠慢とある逡巡のためについに今日までのびのびに
なってしまった。これはすべて私の責任であり、諸氏
の御叱責を十分受けるつもりである。　　　　（『草原』
第 2号、編集後記）
「ある逡巡」が何であるか、いまのところは不明である。
巻頭言は校長
この号の巻頭言は、短いものだが校長清水冨貴壽が
書いている。この意味は重要である。『草原』第 1号は、
全職員の意思として出されているのだが、校長の巻頭
言はなかった。それに対して『草原』2号になると既に
校長が承知した研究誌になっていたことがわかる。中
心は相変わらず「土耀会」にあるが、学校全体の研究
の一環として『草原』が発行されている。
それに、二面がある。とくに新しく入ってくる若い
教師たちが学校の組織的研究に加わり、斎藤喜博のま
わりに集まるようになっていることだ。そして実際に
実践の事実をつくりあげてゆく。その一方で、学校全
体の研究となれば、必ずそのなかに好ましく思わず、
腹の中に不満を蓄積する人間がいるものである。それ
がいつかは噴きだしてくる。これは時代とはかかわり
なく、つねに存在する現象である。貴重な実践を封じ
込めようとする、そんな不満は、昭和10年代の進行す
るナショナリズムに便乗する。しかし、まだこの時点
では、『草原』は玉村小の研究の象徴としての性格をま
すます強くしてゆく。
合科教育のすぐれた記録・・・もっとも成功した昭
和初期の総合学習
第 2 、 3 、 4 号のなかには、斎藤喜博のもっとも精
力的な授業実践の記録が入っている。この辺の事情を
まとめておこう。（昭和14年のこと）
昭和14年 9 月30日、群馬県初等教育研究会で「玉村
に於ける合科教育の実践」の発表を行う。会場は群馬
県女子師範学校講堂である。
実際の発表内容は「ひとすじの道」として、『草原』
第 4 号に載せられた。後に『童子抄』（全集第 2 巻）の
なかに収められた。
「私の学校は合科教育ならびに学習法の実践に13年
の歴史を持っております。・・・」から始まる。宮川静
一郎校長以来の研究であると言っているわけだ。
この発表に先立って、群馬県初等教育研究会が発行
する『総合教育の研究』（昭和14年 9 月）への原稿を 8
月 9 日に提出している。これが「玉村に於ける合科教
育の実践」であり、この冊子にのっているわけだから、
『草原』にのることはなかった。後に同様にして、『童
子抄』に「玉村における合科教育の実践」としてまと
めて収められた。
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内容は、かなり総括的かつ詳細である。合科につい
ての考え方、後に学習形態といわれる「学習形式」に
ついて説明しながら、「蚕の学習」の経過の詳しい記録
になっている。
発表会場は女子師範講堂であった。その後、11月30
日に女子師範教生たちが玉村小学校斎藤喜博の教室に
参観にくる。合科教育を直接見ようというわけだ。そ
のときの授業は、「米の合科学習（尋 3）」であった。
その授業の説明要旨が、「合科教育私見」として、『草
原』第 2号に載せられている。
これによって私が昨年 9 月県初等教育研究会にお
いて発表した『玉村に於ける合科教育の実践』の不
備を少しでもおぎなうことができれば幸いであると
思っている。	 （『草原』第 2号）
これもまた後に『童子抄』に収められた。しかし、『草
原』に載っている文には最後に、参観した女子師範教
生への敬意と期待が書かれているのだが、その部分は
省かれた。以下の部分である
1．	研究授業の際、始業前から全員が教室へ入ってい
てくれたこと、･･･
2．	授業中私語等をなすものが一人もいなかったこと、
また子どものノートなどを手にとって生意気そう
に見るようなものも一人もいなかったこと、･･･
3．	教生諸氏のうちの数人が休み時間そとへ出て子ど
もの遊ぶありさまを楽しそうに見ていたがこれは
うれしくきれいであった。
4．	研究会場において
　		･･･ おそらく現職の教育者だけの研究会において
もあれだけの鋭い、よい質問があれだけ旺盛に発
せられるということはちょっとないのではないか
と思う。･･･
　		私はかかる良質の人たちが近く我々教育界の一員
として我々のこの社会へ入ってくるのかと思う
と、国家のため、教育界のため非常な期待と喜び
を感ずる。･･･	 （『草原』第 2号）
このとき行われていた「お米の勉強」の学習記録が
『草原』第 3号に詳しく載っている。この 3号は2012年
後半まで未発見だった 3 冊のうちのひとつである。全
集にも載ることはなかった。われわれはようやく昭和
14年後半に斎藤喜博の教室で起こっていたことを知る
ことができた。「お米の勉強」、すばらしい記録だ。（現
在の総合学習など足元にも及ばない・・・と私は思う）
限定35部だった
未発見の第 3 号、第 4 号、第 6 号が見つかったこと
で、驚くべきことがわかった。『草原』は35部しか印刷
されていなかったのだ。それが全部揃ったということ
は奇跡に近いことではないか。ありがたいことである。
■	本誌はいつも限定35部の印刷であるからそういう
方（既刊の号を読むような人 ･･･ 本間註）や、ま
た新しくこの学校に赴任されて本誌に興味を持た
れるような方のためには将来相当貴重な、しかも
入手困難というようなものになるのではないかと
ひそかに思っている。
　	できるだけ大切に御利用御保存下さるようお願い
する。
■	草原は、玉村尋常高等小学校、玉村町青年学校、
玉村高等実科女学校、三校職員の研究機関誌であ
る。
　	これははじめから、そういうわけで計画され、編
輯されてきたのであったが、本号まで表紙には小
学校名だけきり入れておかなかった。･･･ 表紙の
校名も次号からは3校の名前を入れるか、他の方法
を考えるかしてみたいと思っている。
	 （『草原』第 4号編輯後記）
『草原』第 5 号（昭和1６年 1 月）
一部カラー印刷
圧巻は永井多知子「読方学習の記録」
『可能性に生きる』
昭和16年 1 月にはプリントで138ページの『草原』第
5 号を出した。その号に前年 4 月女子師範を卒業して
きた永山知子さん（永井多知子…本間註）は四百字原
稿用紙に150枚（『草原』第 5号の編集後記によれば115
枚となっている ･･･ 本間註）の実践記録を発表した。
赴任して担任した五年生に、 2 学期になってから行
なった国語の学習指導の記録であり、 3 つの教材での
授業記録を入れてまとめたものである。「独自学習」「相
互学習」という玉小での学習形態によってやったもの
だった。
	 （『可能性に生きる』全集第12巻、p.176）
宮城教育大学紀要　第48巻　2013
－277－
『草原』第 ６ 号（昭和1６年 5 月）
「草原談話会」が組織される
『年譜』
昭和16年 5 月
校内全職員で草原談話会を組織する。「草原」第 6号
を編集する。
『草原』第 6号によれば、
談話会記事（一）
黒崎氏の言にしたがえば「草原に円座して教育を語
るべく青葉の 5月27日」第 1回の草原談話会を午後3
時から約 2時間開催した。出席者27名、「教師の在り
方」という問題を中心として話し合ったのであるが、
真摯率直な発言多く得る所多かった。
第 2 回は 5 月26日、第 3 回は 9 月30日に開かれた
（『草原』第 7号）
実際の話し合いの様子は、『草原』第 9号に、昭和17
年 5 月13日（第 1 回草原談話会）「新任者にものを聞く
会」の速記として載っている。「全職員」ということ
の象徴に、最初に校長が開会のことばを述べて会が始
まっている。
発行者が「草原談話会」となる
もともと（最初から）『草原』は、 3 校共同で発行す
るものだったが、第 1 号から表紙には「玉村尋常高等
小学校」とだけ表示されていた。どうするのか「検討」
されているうちに、草原談話会が発足したので会の名
前を発行者とすることになった。草原談話会には玉村
小学校職員以外の参加があった。
編輯後記
本号より表紙へ「草原談話会」の文字を入れた。即
ち本号から本誌は群馬県佐波郡玉村国民学校、群馬県
佐波郡玉村町青年学校、群馬県玉村高等実科女学校、
以上 3 校職員によって組織された「草原談話会」から
出される事となったのである。従来も 3 校共同して出
していたので実質的には変化はないのであるが会組織
となった所に新しい意味がある。	 （『草原』第 6号）
当時の校長、高橋寿美夫の回想
昭和16年度
5 月、草原談話会が生まれ、職員文集「草原」の発
行となる。編集部の主催により以後草原談話会が行な
われるようになり、この年は 3 回開催された。玉村小
は以前より職員間に自発的な実際教育に関する研究心
が盛んで、積極的に研究しようとする空気がみなぎっ
ていた。	 （『玉村小学校、百八年史』1982年、p.64）
「草原談話会」そして『草原』は校長にとって、百八
年史が編まれるときに至っても、自慢のものになって
いる様子がうかがえる。このあたりが、『草原』をめぐ
る環境がもっとも充実していた時期である。次の年（昭
和17年）になると、少しづつ変化の兆しがみえてくる。
『草原』第 7 号（昭和1６年 9 月）
瀬川頼太郎、特別原稿（玉村小学校職員以外唯一の
執筆者）
達夫君の日記
斎藤喜博による。チブスにかかって 1 か月も入院し
た子どもの日記である。病後の激しい食欲から食べ物
のことが繰り返し出てくる。それを肉親はなんとか抑
制しようとする。「ひどく興味を持ったり心を打たれた
りした。･･･」として紹介している。
『草原』第 8 号（昭和17年 1 月）
誌名決定のいきさつ
この号になって、最初の号（第 1 号）ができあがる
ときの、誌名決定のいきさつか書かれている。投票に
よっているが、確かに『草原』が一番好いもののよう
に思われる。
編集後記
・本誌の誌名がきまったのは昭和10年 5 月16日（木
曜）であった。当日全職員が誌名の創案を持ちよっ
たのであるが、その案を板書、投票の結果次のごと
くなった。
草原（11票）、影（ 7票）、教育原野（ 5票）、はぐく
み（ 5票）、平凡（ 5票）、大地（ 4票）、
玉泉（ 3票）、たまむら（ 2票）、小黒板（ 1票）、玉
光（ 1票）、雑誌タマムラ、玉、白墨、教育人、さみ
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だれ、さつき、栁、玉篇（以上 0票）
・右をさらに雑誌部員が検討相談の結果、結局最高
点の「草原」ときまったのである。かくしてただち
に原稿募集に着手、同年 8 月ようやく第 1 号がでた
のであった。
ついでながら、現在（昭和16年 ･･･ 本間註）行なわ
れている本校の教育発表会の第 1 回が行なわれたの
は、昭和10年 6 月13日（木曜）であった。
	 （『草原』第 7号）
ついでに言うと、この年（昭和16年） 4 月に日本の
小学校はすべて国民学校という名前にかわった。「草原
談話会」という名前を表紙にもってきたことによって、
『草原』に発行者として「国民学校」という名前が記さ
れることは「最後まで」なかった。
不思議なことがある。『草原』から「草原談話会」の
名前が消えたとき、表紙には、すでにない「玉村尋常
高等小学校」という名前が記されたのである。
『草原』第 9 号（昭和17年 5 月号）
永井多知子、初任の記録「最初の子どもたち」
原稿用紙93枚。瀬川頼太郎編集の『教育論叢』に 2
度にわたって掲載されている。この『教育論叢』は、
戦時下で紙の配給が途絶え、廃刊となった。『草原』は
そんななかで、貴重な実践の発表の場になった。今で
もそうだし、フランスのフレネ学校もそうだったが、
子どもたちの様子が印刷されると、それはその学校を
越えた交流を生み出してゆく。
草原談話会の様子
「新任者にものをきく会　―談話会　速記―」
昭和17年 5 月13日、午後 3時15分から 6時20分まで。
応接室で。出席者30名。
「土耀会」メンバーの転出
この年、「土耀会」メンバー 5人のうちふたり、今井
正義と清水成が転出させられる。
『草原』第10号　終刊号（昭和18年 1 月）
 再び表紙に玉村尋常高等小学校の文字が
「草原談話会」その前の月に消滅
昭和17年のある日、･･･
･･･ 私は東山（西園実澄…本間註）の策略に引っか
かってしまったのだった。何もいうことはないと思っ
た。それでその会議が終わってから私は東山の教室へ
いって、「きょう限り土耀会は解散します」といい、
月々出し合って積み立てていた土耀会の会費を返して、
あとは無言で立ち去った。それからは私は東山とはど
んなことがあっても口をきかなかった。
	 （『小さい歴史』全集第12巻、pp.186-188）
『年譜』
昭和18年
12月　「土耀会」を解散する。
終刊の辞
突然であったが本誌は本号をもって終刊とすること
とした。･･･
･･･ 以上のような理由で伝統的に実践的なる本校の
象徴ともいうべき本誌を、また絶大なる後援をいた
だきつづけた本誌を、勝手にやめてしまうというこ
とは、まことに言語道断不届至極のことであるが、
今はお許しねがうよりいたし方ない。･･･
･･･
私自身も今後ひたすら沈黙を守り実践の道に沈潜精
進したい。以上簡単であるが記して終刊の辞とした
次第である。（昭和18年 1 月）
そして、 3 月31日真夜中に隣の芝根国民学校への転
勤が斎藤に言い渡された。
大量の実践記録 ･･･ すべて女教師のものだ
これでもかというくらいに若い女教師たちの記録が
のる。島小学校を彷彿とさせる。
今井正義は名和小学校に移っているが、 6 月 1 日の
談話会「瀬川先生を囲んでの座談会」に出席している。
出席者21名。（談話会記事 5）
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7 ．おわりに
玉村小学校と島小学校　・・・　授業研究の形態
最後に玉村小学校と島小学校の連続性をしめす例を
ひとつだけあげておこう。
島小学校ではさまざまな授業の形態とともに、授業
研究の形態もさまざまに行われていた。日記指導であっ
たり、音楽や、絵の指導であったり、作文その他、そ
の形はそのときどきでかわっているが、島小学校で行
われていることのほぼすべてが、玉村小学校ですでに
起こっていた。現在の学校ではあまり見かけないこと
がらであるが、授業を違う学年の子どもたちが見る、
というようなことも行われている。これもまた「授業
研究」のひとつの形態であろう。
玉村小学校（昭和 8 年）
子どもたちが参観にくる　他校の教師たちがくる　
母親たちがくる
こういう子どもたちであったので、親たちのなか
にもたくさんのファンが出てきた。学級だけで、一
学期に1回づつ母親の参観日を持ち、授業をみせたり
話し合いをしたりしたが、たくさんの親たちが出席
した。そういう参観日以外にも、個人的にすきなと
きに授業をみにきたり、放課後遊びにきたりする何
人かの母親もいた。こういう母親は、教師としての
私個人のファンのようにもなっていた。
五年生になってからは、校内の先生たちも個人的
に授業参観にくる人が多くなっていった。また、 5
月には六年生の女組が担任の先生と一しょに全員で
参観にきた。10月には高等科の一年の女組が全員で
参観にきた。12月には高等科二年生全員が参観に来
た。そのように上学年や下学年の生徒たちが他のク
ラスを参観するということは、この学級ではじめて
行なわれたものだった。そういうことによって、他
の学級のよいものを影響させあおうとしたのだった。
校長と職員とが対立しており、学校全体が組織体と
しての役割をはたしていないなかで、無意識のうち
に考え出されたものだった。
この年には他校の先生たちもつぎつぎと参観にき
た。11月には高崎東小学校の職員4名が参観にき、12
月には多野郡上野村の先生たち 3 名が参観にきた。
…	 （『可能性に生きる』全集12、pp.143-144）
島小学校（昭和27年～昭和39年）
1．他の学級の授業をみる
島小学校での特長の一つは、上級生が下級生の授
業をみたり、下級生が上級生の授業をみたりしたこ
とであった。これは、上級生は下級生の授業をみる
ことによって、下級生の学習を励ますばかりでなく、
自分たちより低いものの授業をみるから、そのよい
ところも悪いところもはっきりとみえ、自分たちの
授業の長所や短所をあらためて考えたり自信をつけ
たりすることができるのだった。また下級生は、上
級生のすぐれた授業をみることによって、それから
影響されたり励まされたりして、自分たちの学級の
学習のやり方を高めていくのだった。
同じようにして、合唱とか体操とか舞踊とか演劇
とかも、島小学校では絶えず上級生が下級生のをみ、
下級生が上級生のをみて影響し合い、それぞれの長
所をとり入れ合っていた。････
2．低学年の教材で授業をする
島小学校では、六年生が四年生の教科書にある教
材を使って授業をしたり、五年生が三年生の教科書
にある教材を使って授業をしたりした。これは特に
島小の初期のころ盛んに行なわれたことであるが、
それはつぎのような理由によってである。
････ 子どもたちも、初めは下級生の教材なので、
わかりきった教材だと思って馬鹿にしてかかった。
だが、学習していくうちに、つぎつぎと追求してい
かなければならない新しい問題が起こったりして、
学習に興味を持った。そして、その後の教材に立ち
向かう姿勢も、いままでとはちがうものになって
いったのだった。
展開技術や学習の方法を覚えることとは別の意味
で同じ教材を二度やることもあった。この場合は、
同じ学年でやる場合もあったし、学年が上になって
からやる場合もあったが、････
	 （『授業の展開』全集第 6巻、pp.174-175）
（平成25年 9 月30日受理）
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